
(57)【要約】

【課題】この発明は、回転対称なプラスチックナット部

品に関する。

【解決手段】このナット部品は、当該ナット部品の穴に

受けられるように適合される締結具、より特定的にはね

じのために、金属プレートの貫通穴内に挿入可能であり

、当該金属プレートに接触するように適合されるフラン

ジを有する。同軸金属リングがフランジに埋込まれてお

り、当該金属リングの前面は、金属プレートの表面に接

触するように適合されており、ナット部品が金属リング

と共に回転すると、金属リングは、摩擦溶接により金属

プレートに接合されるように適合される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 回 転 対 称 の プ ラ ス チ ッ ク ナ ッ ト 部 品 （ １ ， １ １ ， １ ２ ， １ ８ ， ２ ４ ） で あ っ て 、 当 該 ナ
ッ ト 部 品 は 、 当 該 ナ ッ ト 部 品 （ １ ， １ １ ， １ ２ ， １ ８ ， ２ ４ ） の 穴 （ ４ ） に 受 け ら れ る よ
う に 適 合 さ れ る 締 結 具 、 よ り 特 定 的 に は ね じ の た め に 、 金 属 プ レ ー ト （ １ ６ ， ２ ２ ） の 貫
通 穴 内 に 挿 入 可 能 で あ り 、 当 該 金 属 プ レ ー ト （ １ ６ ， ２ ２ ） に 接 触 す る よ う に 適 合 さ れ る
フ ラ ン ジ （ ２ ， １ ３ ， ２ ３ ， ２ ８ ） を 有 し 、
　 同 軸 金 属 リ ン グ （ ５ ， ９ ， １ ４ ， １ ９ ， ２ ５ ） が 当 該 フ ラ ン ジ （ ２ ， １ ３ ， ２ ３ ， ２ ８
） に 埋 込 ま れ 、 前 記 金 属 リ ン グ （ ５ ， ９ ， １ ４ ， １ ９ ， ２ ５ ） の 前 面 が 当 該 金 属 プ レ ー ト
（ １ ６ ， ２ ２ ） の 表 面 に 接 触 す る よ う に 適 合 さ れ る こ と を 特 徴 と し 、 当 該 ナ ッ ト 部 品 （ １
， １ １ ， １ ２ ， １ ８ ， ２ ４ ） が 当 該 金 属 リ ン グ （ ５ ， ９ ， １ ４ ， １ ９ ， ２ ５ ） と 共 に 回 転
す る と 、 当 該 金 属 リ ン グ （ ５ ， ９ ， １ ４ ， １ ９ ， ２ ５ ） が 摩 擦 溶 接 に よ り 、 当 該 金 属 プ レ
ー ト （ １ ６ ， ２ ２ ） に 接 合 さ れ る よ う に 適 合 さ れ る 、 ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 当 該 金 属 リ ン グ （ ５ ， ９ ） の 同 軸 カ ラ ー （ ６ ， １ ０ ） が 当 該 フ ラ ン ジ （ ２ ） か ら 突 出 し
、 前 記 カ ラ ー （ ６ ， １ ０ ） が 当 該 金 属 プ レ ー ト と 摩 擦 溶 接 接 触 す る よ う に 適 合 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 当 該 カ ラ ー （ ６ ） が 当 該 金 属 リ ン グ （ ５ ） の 内 側 縁 端 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 当 該 カ ラ ー （ １ ０ ） が 当 該 金 属 リ ン グ （ ９ ） の 外 側 縁 端 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 ２ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 当 該 カ ラ ー （ ６ ， １ ０ ） が 当 該 締 結 具 の ね じ 締 め 方 向 に 配 向 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 当 該 カ ラ ー （ １ ５ ） が 当 該 締 結 具 の ね じ 締 め 方 向 と は 反 対 方 向 に 配 向 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 、 請 求 項 ２ か ら ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　 当 該 カ ラ ー （ ６ ， １ ０ ， １ ５ ） が 円 筒 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ か ら ６ の い
ず れ か １ つ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 当 該 カ ラ ー （ ２ ０ ） が 円 錐 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ か ら ６ の い ず れ か １ つ
に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 ９ 】
　 当 該 金 属 リ ン グ （ ５ ， ９ ） に 貫 通 穴 （ ７ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と し 、 埋 込 ま れ
た 位 置 に お い て 、 前 記 貫 通 穴 （ ７ ） は 当 該 フ ラ ン ジ （ ２ ） の 材 料 に よ り 貫 通 さ れ て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 当 該 フ ラ ン ジ （ ２ ） が 六 角 形 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か
１ つ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 当 該 ナ ッ ト 部 品 （ １ ８ ） に は 挿 入 工 具 用 の ソ ケ ッ ト （ ２ ４ ） が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 当 該 本 体 （ ３ ２ ） が 多 角 形 の 形 を と る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か
１ つ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 当 該 金 属 リ ン グ （ ２ ５ ） が 貫 通 穴 （ ２ ９ ； ３ ０ ） を 有 し て 当 該 ナ ッ ト 部 品 （ ２ ４ ） を 取
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囲 み 、 当 該 ね じ 締 め 方 向 と は 反 対 方 向 に 、 当 該 フ ラ ン ジ （ ２ ８ ） 上 の カ ラ ー （ ２ ７ ） と な
っ て 突 出 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 当 該 金 属 リ ン グ （ ２ ５ ） が 当 該 ナ ッ ト 部 品 （ ２ ４ ） を 取 囲 み 、 多 角 形 の 形 を と る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の ナ ッ ト 部 品 。                                       
                                         
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 プ ラ ス チ ッ ク の ナ ッ ト 部 品 に 関 す る 。 こ の プ ラ ス チ ッ ク の ナ ッ ト 部 品 は 、
当 該 ナ ッ ト 部 品 の 穴 に 受 け ら れ る よ う に 適 合 さ れ る 締 結 具 、 よ り 特 定 的 に は ね じ の た め に
、 金 属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 に 挿 入 可 能 で あ り 、 金 属 プ レ ー ト に 接 触 す る よ う に 適 合 さ れ る
フ ラ ン ジ を 有 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 さ ま ざ ま な 設 計 の こ の よ う な ナ ッ ト 部 品 が 公 知 で あ る 。 こ れ ら の ナ ッ ト 部 品 は 、 金 属 プ
レ ー ト の 貫 通 穴 内 に ね じ 締 め さ れ 得 、 代 替 的 に 、 定 位 置 に 接 着 さ れ 得 る 。 ま た 、 金 属 プ レ
ー ト の 貫 通 穴 に 挿 入 さ れ た 後 に 、 伸 張 可 能 な ス ナ ッ プ 取 付 け 式 の フ ッ ク に よ り 、 当 該 金 属
プ レ ー ト に 固 定 さ れ る ナ ッ ト 部 品 も ま た 公 知 で あ る 。 こ の よ う な ナ ッ ト 部 品 は 、 た と え ば
Ｄ Ｅ １ ０ ３ 　 ０ ５ 　 ６ １ ０ Ａ １ に 提 示 お よ び 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 Ｄ Ｅ １ ０ ３ 　 ０ ５ 　 ６ １ ０ Ａ １
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 金 属 プ レ ー ト と ナ ッ ト 部 品 と の 間 の 上 記 公 知 の 接 続 部 は 、 限 ら れ た 耐 荷 重 能 力 し か 有 さ
な い 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な ナ ッ ト 部 品 が 金 属 プ レ ー ト に 特 定 の 強 度 で 接 合 さ れ る こ
と が 要 求 さ れ る 用 途 が 存 在 す る 。 こ の 問 題 は 、 本 発 明 に よ り 解 消 す る 。 な ぜ な ら 、 同 軸 金
属 リ ン グ が フ ラ ン ジ に 埋 込 ま れ 、 当 該 金 属 リ ン グ の 前 面 が 金 属 プ レ ー ト の 表 面 に 接 触 す る
よ う に 適 合 さ れ 、 ナ ッ ト 部 品 が 金 属 リ ン グ と 共 に 回 転 す る と 、 金 属 リ ン グ が 摩 擦 溶 接 に よ
り 、 金 属 プ レ ー ト に 接 合 さ れ る よ う に 適 合 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 金 属 リ ン グ と 金 属 プ レ ー ト と の 間 の 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 は 、 か な り の 力 を 吸 収 す る こ
と が 可 能 で あ る 。 な ぜ な ら 、 こ の 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 が 、 特 に 強 力 な 接 続 を 確 立 す る た
め で あ る 。 金 属 リ ン グ が ナ ッ ト 部 品 に 埋 込 ま れ て い る た め 、 ナ ッ ト 自 体 が 、 金 属 プ レ ー ト
に 対 し て 、 そ れ に 応 じ た 強 力 な 接 続 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ナ ッ ト 部 品 の プ ラ ス チ ッ ク に 金 属 リ ン グ を 埋 込 む こ と 、 お よ び 金 属 リ ン グ の 設 計 に 関 し
て は 、 さ ま ざ ま な 可 能 性 が 存 在 す る 。 単 純 な 設 計 は 、 以 下 の も の を 含 む 。 す な わ ち 、 金 属
リ ン グ の 同 軸 カ ラ ー が フ ラ ン ジ か ら 突 出 し 、 当 該 カ ラ ー が 、 プ レ ー ト と 摩 擦 溶 接 接 触 す る
よ う に 適 合 さ れ る 。 ナ ッ ト 部 品 が 金 属 プ レ ー ト を 基 準 と し て 回 転 さ れ る と 、 カ ラ ー が 金 属
プ レ ー ト の 表 面 を 擦 り 、 適 切 な 回 転 に よ り 、 摩 擦 溶 接 さ れ る 接 続 部 に よ っ て 金 属 プ レ ー ト
に 接 合 さ れ る 。 カ ラ ー は 、 金 属 リ ン グ の 内 側 縁 端 に 配 置 さ れ 得 る が 、 代 替 的 に 、 金 属 リ ン
グ の 外 側 縁 端 に 配 置 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 カ ラ ー は 、 さ ま ざ ま な 態 様 で 配 向 さ れ 得 る 。 一 方 で 、 カ ラ ー は 、 締 結 具 の ね じ 締 め 方 向
に 配 向 さ れ る よ う な 設 計 を 有 し 得 る 。 し か し な が ら 、 カ ラ ー は ま た 、 締 結 具 の ね じ 締 め 方
向 と は 反 対 方 向 に も 配 向 さ れ 得 る 。 前 者 の 場 合 、 金 属 プ レ ー ト に 接 触 す る よ う に 適 合 さ れ
る フ ラ ン ジ は 、 金 属 プ レ ー ト の 上 面 に 係 合 し 、 そ の 結 果 、 金 属 プ レ ー ト の 上 面 に お い て フ
ラ ン ジ に は 接 触 可 能 で あ る 。 カ ラ ー が 締 結 具 の ね じ 締 め 方 向 と は 反 対 方 向 に 配 向 さ れ る 場
合 、 フ ラ ン ジ は 、 金 属 プ レ ー ト の 下 面 に 接 触 し 、 そ の 結 果 、 金 属 プ レ ー ト に 接 合 さ れ る べ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-211977 A 2007.8.23



き 構 成 要 素 は 、 締 結 具 に よ り 、 金 属 プ レ ー ト の 上 面 に 押 圧 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 カ ラ ー は さ ま ざ ま な 設 計 を 有 し 得 る 。 た と え ば 、 カ ラ ー は 円 筒 形 の 設 計 を 有 し
得 る が 、 代 替 的 に 、 円 錐 形 の 設 計 を 有 し 得 る 。 円 筒 形 の カ ラ ー の 場 合 、 カ ラ ー の 断 面 に 対
応 す る 摩 擦 溶 接 面 が 存 在 す る 。 円 錐 形 の カ ラ ー の 場 合 、 こ の 円 錐 形 の カ ラ ー は 金 属 プ レ ー
ト の 貫 通 穴 に 導 入 さ れ 、 そ の 結 果 、 金 属 プ レ ー ト の 厚 さ を 介 し て 、 お よ び 、 貫 通 穴 の 製 造
中 に 生 じ る 任 意 の 通 行 を 介 し て 、 カ ラ ー と 金 属 プ レ ー ト と の 間 に よ り 大 き な 接 触 面 を 生 じ
、 し た が っ て 、 よ り 広 い 領 域 の 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 を 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 金 属 リ ン グ が ナ ッ ト 部 品 に こ の よ う に 埋 込 ま れ 得 る た め 、 ナ ッ ト 部 品 の フ ラ ン ジ は 、 金
属 リ ン グ を ほ ぼ 取 囲 む 。 金 属 リ ン グ の 貫 通 穴 に よ り 、 金 属 リ ン グ は 、 ナ ッ ト 部 品 内 の プ ラ
ス チ ッ ク 材 料 の ど の よ う な 分 離 を も 絶 対 に 生 じ な い 。 ナ ッ ト 部 品 の プ ラ ス チ ッ ク は 金 属 リ
ン グ の 貫 通 穴 内 に お い て 連 続 し て お り 、 こ れ に よ っ て 金 属 リ ン グ は 、 そ の 全 長 に 亘 り 、 プ
ラ ス チ ッ ク 材 料 の ど の よ う な 分 断 を も 生 じ な い 。 金 属 リ ン グ の 設 計 の さ ら に 別 の 変 更 例 は
、 以 下 の も の を 含 む 。 す な わ ち 、 金 属 リ ン グ が ナ ッ ト 部 品 を 断 続 的 に 取 囲 み 、 断 続 的 な カ
ラ ー に よ り 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 分 離 を 何 ら 生 じ る こ と な く 、 ね じ 締 め 方 向 と は 反 対 方 向
に フ ラ ン ジ か ら 突 出 す る 。 こ の 場 合 、 ナ ッ ト 部 品 は 、 金 属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 に 突 出 す る
領 域 に お い て 、 金 属 リ ン グ に よ り 取 り 巻 か れ て い る 。 金 属 リ ン グ の カ ラ ー は 、 ナ ッ ト 部 品
の フ ラ ン ジ か ら 断 続 的 に 突 出 し て お り 、 摩 擦 溶 接 さ れ る 接 続 部 用 に 、 よ り 特 定 的 に は 、 金
属 リ ン グ が ね じ 締 め 方 向 と は 反 対 方 向 に フ ラ ン ジ か ら 突 出 す る 、 摩 擦 溶 接 さ れ る 接 続 部 用
に 使 用 さ れ る 可 能 性 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ナ ッ ト 部 品 を 金 属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 で 回 転 さ せ る た め に 、 ナ ッ ト 部 品 は 、 フ ラ ン ジ が
六 角 形 を 形 成 す る よ う な 設 計 を 有 利 に も 有 し 得 る 。 こ の 場 合 、 六 角 形 は 、 そ れ に よ っ て 金
属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 で ナ ッ ト 部 品 を 回 転 さ せ る こ と の で き る ね じ 締 め 工 具 の 適 用 に 役 立
ち 得 る 。 ま た 、 ナ ッ ト 部 品 に 挿 入 工 具 用 の ソ ケ ッ ト 、 た と え ば ア レ ン レ ン チ 用 の ソ ケ ッ ト
を 設 け て 、 ナ ッ ト 部 品 が 金 属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 で 回 転 す る 際 に 必 要 と さ れ る ト ル ク を 生
じ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 ナ ッ ト 部 品 自 体 を 、 こ の 場 合 ね じ 締 め 工 具 に よ り 直 接 係 合 さ れ 得 る 多 角 形 の 形 に
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ナ ッ ト 部 品 を 金 属 リ ン グ と 共 に 有 利 に も 回 転 さ せ る た め の さ ら に 別 の 可 能 性 は 、 以 下 の
も の を 含 む 。 す な わ ち 、 金 属 リ ン グ 自 体 が 多 角 形 の 形 を と る 。 こ の 場 合 、 金 属 リ ン グ は 、
ナ ッ ト 部 品 が 金 属 プ レ ー ト 内 に ね じ 締 め さ れ る の に 伴 い 、 ト ル ク を 受 け る よ う に 働 き 得 る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 の 例 示 的 な 実 施 例 を 図 面 に 例 示 す る 。
　 図 １ は 、 フ ラ ン ジ ２ お よ び 本 体 ３ を 有 す る ナ ッ ト 部 品 １ を 提 示 す る 。 本 体 ３ に は 穴 ４ が
形 成 さ れ て い る 。 穴 ４ は 、 た と え ば 、 セ ル フ タ ッ ピ ン グ ね じ を 受 け る よ う に 働 き 得 る 。 フ
ラ ン ジ ２ 内 に は 、 カ ラ ー ６ が 設 け ら れ た 金 属 リ ン グ ５ が 埋 込 ま れ て い る 。 カ ラ ー ６ は 、 フ
ラ ン ジ ２ の 下 面 か ら 突 出 し 、 摩 擦 溶 接 に よ り 金 属 プ レ ー ト に 接 合 さ れ る よ う に 働 く 。 こ の
摩 擦 溶 接 の 動 作 は 、 以 下 に よ り 詳 細 に 論 じ る 。 金 属 リ ン グ ５ が 互 い に 何 ら 接 続 さ れ な い ２
つ の 部 分 に フ ラ ン ジ ２ を 分 割 し な い よ う に 、 金 属 リ ン グ ５ に は 穴 が 設 け ら れ る 。 こ れ ら の
穴 は 、 図 １ に お い て 、 プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ ７ で 充 填 さ れ 、 フ ラ ン ジ ２ の 上 面 お よ び 下
面 を 共 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 従 っ た ナ ッ ト 部 品 １ の 設 計 を 例 示 す る た め に 、 図 ２ は 、 図 １ の 線 Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ に 沿
っ た 断 面 を 提 示 す る 。 こ の 断 面 図 か ら 、 図 １ に 提 示 す る フ ラ ン ジ ２ の 上 面 お よ び 下 面 が プ
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ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ ７ に よ り 共 に 接 合 さ れ る 態 様 が 明 ら か で あ る 。 プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ
ッ ジ ７ は 金 属 リ ン グ ５ 内 の 穴 ８ を 充 填 し て お り 、 当 該 穴 ８ は 、 プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ ７
の 製 造 用 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 金 属 リ ン グ ５ の カ ラ ー ６ は 、 金 属 リ ン グ ５ の 内 側 縁 端 に 配 置 さ れ る 。
　 図 ３ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 従 っ た 設 計 の 変 更 例 を 提 示 し て お り 、 図 ３ に お い て 、 フ ラ ン
ジ ２ に ほ ぼ 埋 込 ま れ て い る 金 属 リ ン グ ９ に 対 し 、 そ の 外 側 縁 端 に カ ラ ー １ ０ が 設 け ら れ て
い る 。 そ れ 以 外 の 点 に お い て 、 金 属 リ ン グ ９ に は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 従 っ た 設 計 と 同 様 に
、 プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ ７ で 充 填 さ れ た 穴 が 設 け ら れ て お り 、 フ ラ ン ジ ２ の 上 面 お よ び
下 面 は 、 当 該 プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ ７ に よ り 共 に 接 合 さ れ て い る 。 そ れ 以 外 に 関 し 、 ナ
ッ ト 部 品 １ １ の 設 計 は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 従 っ た ナ ッ ト 部 品 １ の 設 計 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 提 示 さ れ る 例 示 的 な 実 施 例 に お い て 、 カ ラ ー は 、 穴 ４ 内 に 挿 入 可 能 な ね じ
の ね じ 締 め 方 向 に 、 フ ラ ン ジ ２ の 下 面 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 、 金 属 リ ン グ １ ４ が フ ラ ン ジ １ ３ に 埋 込 ま れ て い る ナ ッ ト 部 品 １ ２ の 同 様 の 設 計
を 提 示 す る 。 金 属 リ ン グ １ ４ に は 、 そ の 内 側 縁 端 に カ ラ ー １ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の カ
ラ ー １ ５ は 、 フ ラ ン ジ １ ３ の 上 面 か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ は 、 金 属 プ レ ー ト １ ６ と 共 に プ ラ ス チ ッ ク の ナ ッ ト １ を 提 示 す る 。 こ こ で は 、 金 属
プ レ ー ト １ ６ と 、 プ ラ ス チ ッ ク の ナ ッ ト １ の フ ラ ン ジ ２ と が 摩 擦 溶 接 に よ り 共 に 接 合 さ れ
る 。 こ の 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 は 、 参 照 符 号 １ ７ に よ り こ こ で 特 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 金
属 リ ン グ ５ と 金 属 プ レ ー ト １ ６ と の 間 の 接 続 部 は 、 金 属 プ レ ー ト １ ６ の 上 面 と 接 触 す る フ
ラ ン ジ ２ の 下 面 に お い て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ は 、 ナ ッ ト 部 品 １ ２ と 金 属 プ レ ー ト １ ６ と の 間 の 接 続 部 を 同 様 に 提 示 し て お り 、 金
属 リ ン グ １ ４ と 金 属 プ レ ー ト １ ６ と の 間 の 接 続 部 は 、 金 属 プ レ ー ト １ ６ の 下 面 と 接 触 す る
フ ラ ン ジ １ ３ の 上 面 に お い て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ７ は 、 金 属 リ ン グ を 有 す る ナ ッ ト 部 品 の 上 述 の 設 計 の 変 更 例 を 提 示 す る 。 こ こ で は 、
金 属 リ ン グ １ ９ に 円 錐 形 の カ ラ ー ２ ０ が 設 け ら れ る 。 円 錐 形 の カ ラ ー ２ ０ は 、 領 域 ２ １ に
お い て 、 摩 擦 溶 接 さ れ た 強 力 な 接 続 部 を 生 じ る 。 な ぜ な ら 、 領 域 ２ １ に お い て 、 円 錐 形 の
カ ラ ー ２ ０ が 金 属 プ レ ー ト ２ ２ の 貫 通 穴 に そ の ま ま 溶 接 さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ナ ッ ト 部 品 と 金 属 プ レ ー ト と の 間 の 上 記 の 接 続 部 に 関 し て は 、 い ず れ の 場 合 も 、 ナ ッ ト
部 品 が 金 属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 に 挿 入 さ れ 、 ナ ッ ト 部 品 が 何 ら か の 工 具 に よ り 回 転 さ せ ら
れ る 結 果 、 提 示 す る 、 摩 擦 溶 接 さ れ る 接 続 部 の 領 域 に お い て 、 対 応 す る 加 熱 を 生 じ 、 し た
が っ て 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 を 生 じ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ７ に 従 っ た ナ ッ ト 部 品 １ ８ に は 、 そ の フ ラ ン ジ ２ ３ の 領 域 に お い て 、 六 角 形 の ソ ケ ッ
ト ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 六 角 形 の ソ ケ ッ ト ２ ４ は 、 同 様 に 六 角 形 の 挿 入 工 具 （ ア レ
ン レ ン チ ） を 受 け る た め の も の で あ り 、 こ の 挿 入 工 具 は 、 一 方 で は 、 ナ ッ ト 部 品 １ ８ を 介
し て 噛 み 合 い 構 成 要 素 、 す な わ ち 、 （ 図 ７ の ） 金 属 プ レ ー ト ２ ２ に 摩 擦 圧 力 を か け る よ う
に 働 き 、 そ の 結 果 、 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 ２ １ を 生 じ る 。 図 ７ に 従 っ た 六 角 形 の ソ ケ ッ ト
２ ４ は 、 図 ８ の 上 面 図 に お い て も 同 様 に 明 ら か に 提 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ９ は 、 フ ラ ン ジ ４ ２ が 六 角 形 の 形 を と る 、 図 １ お よ び 図 ２ に 従 っ た 設 計 の 上 面 図 を 提
示 す る 。 金 属 プ レ ー ト の 貫 通 穴 内 に ナ ッ ト 部 品 １ ま た は １ １ を ね じ 締 め す る た め に 、 ナ ッ
ト 部 品 １ ま た は １ １ の フ ラ ン ジ ２ は 六 角 形 の 形 を と り 、 し た が っ て 、 適 切 な 工 具 に よ り 受
け ら れ 得 、 回 転 さ せ ら れ 得 る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ０ は 、 ナ ッ ト 部 品 の 一 設 計 を 提 示 す る 。 こ こ で は 、 本 体 ３ ２ 自 体 が 六 角 形 の 形 を と
り 、 し た が っ て 、 適 切 な 工 具 が 噛 み 合 い 構 成 要 素 と し て 使 用 さ れ 得 る 。 図 １ ０ は 、 図 ４ の
フ ラ ン ジ １ ３ の 下 面 の 上 面 図 を 提 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ １ は 、 金 属 リ ン グ ２ ５ が 設 け ら れ た ナ ッ ト 部 品 ２ ４ を 提 示 す る 。 こ の 金 属 リ ン グ ２
５ は 、 ナ ッ ト 部 品 ２ ４ の 本 体 ２ ６ を 取 囲 み 、 か つ 、 金 属 リ ン グ ２ ５ と し て 、 ナ ッ ト 部 品 ２
４ を 回 転 さ せ る た め の ト ル ク を 伝 達 す る 働 き を す る 。 金 属 リ ン グ ２ ５ は 個 々 の 歯 ２ ７ に よ
り フ ラ ン ジ ２ ８ を 貫 通 し 、 こ れ に よ っ て フ ラ ン ジ ２ ８ は 、 本 体 ２ ６ と 確 実 に 一 体 化 す る 。
本 体 ２ ６ を 取 囲 む 金 属 リ ン グ ２ ５ が 本 体 ２ ６ 上 に 堅 固 に 保 持 さ れ る こ と を 確 実 に す る た め
、 本 体 ２ ６ に は 貫 通 穴 ２ ９ が 設 け ら れ る 。 こ の 貫 通 穴 ２ ９ は 、 ナ ッ ト 部 品 ２ ４ の プ ラ ス チ
ッ ク で 充 填 さ れ て お り 、 し た が っ て 、 金 属 リ ン グ ２ ５ と 本 体 ２ ６ と の 間 に 耐 ト ル ク 性 の 接
続 を 確 立 す る 。 フ ラ ン ジ ２ ８ に は 多 数 の 貫 通 穴 ３ ０ が 設 け ら れ 、 こ れ ら の 貫 通 穴 ３ ０ は 、
フ ラ ン ジ ２ ８ の 外 部 が 本 体 ２ ６ か ら 絶 対 に 分 離 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ １ の 歯 ２ ７ の 設 計 は 、 図 １ ２ の 上 面 図 に お い て も 明 ら か に 示 さ れ て い る 。 図 １ ２ は
、 歯 ２ ７ と 、 そ れ ら の 間 に 位 置 す る プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ ３ １ の 両 方 を 提 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 金 属 リ ン グ ２ ５ を 有 す る ナ ッ ト 部 品 ２ ４ の 設 計 は 、 図 １ ３ の 斜 視 図 に お い て 特 に 明 ら か
に 提 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ４ は 、 本 体 ２ ６ の 下 面 の 上 面 図 に お い て 、 図 １ １ の ナ ッ ト 部 品 を 提 示 し て い る 。 提
示 す る よ う に 、 金 属 リ ン グ ２ ５ は 六 角 形 の 形 を と り 、 工 具 に よ り 直 接 係 合 さ れ る こ と を 可
能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ５ は 、 図 １ １ の 金 属 リ ン グ の 斜 視 図 を 提 示 し 、 金 属 リ ン グ ２ ５ の 本 体 ２ ６ を 明 ら か
に 示 す 。 こ こ で は 、 図 １ ４ に 関 し て 提 示 し た よ う に 、 金 属 リ ン グ が 六 角 形 の 形 を と る 。 金
属 リ ン グ ２ ５ の 、 六 角 形 を 形 成 す る 個 々 の 表 面 は 、 こ の 図 面 に お い て 、 貫 通 穴 ２ ９ に よ り
貫 通 さ れ て い る 。 こ れ ら の 貫 通 穴 ２ ９ 内 に 本 体 ２ ６ か ら の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 貫 通 し 、 そ
れ に よ り 、 金 属 リ ン グ ２ ５ と 本 体 ２ ６ と の 間 に 耐 ト ル ク 性 の 接 続 を 確 立 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 金 属 リ ン グ が そ の フ ラ ン ジ に 埋 込 ま れ た ナ ッ ト 部 品 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 線 Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ に 沿 っ た 断 面 と し て の 、 図 １ に 従 っ た 設 計 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 従 っ た 設 計 の 変 更 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ナ ッ ト 部 品 の さ ら に 別 の 設 計 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 金 属 プ レ ー ト へ の 摩 擦 溶 接 さ れ た 接 続 部 を 有 す る 、 図 １ の ナ ッ ト 部 品 を 示 す 図 で
あ り 、 ナ ッ ト 部 品 の フ ラ ン ジ が 金 属 プ レ ー ト の 上 面 に 接 触 す る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ と 同 様 の ナ ッ ト 部 品 と 金 属 プ レ ー ト と の 間 の 接 続 部 を 示 す 図 で あ り 、 フ ラ ン
ジ が 金 属 プ レ ー ト の 下 面 に 接 触 す る こ と を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 金 属 リ ン グ と 円 錐 形 の カ ラ ー と を 有 す る ナ ッ ト 部 品 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 対 応 す る 工 具 を 適 用 す る た め の 六 角 形 の ソ ケ ッ ト を 有 す る 、 図 ７ に 従 っ た 設 計 の
上 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 六 角 形 の 形 の フ ラ ン ジ を 有 す る 、 図 １ の ナ ッ ト 部 品 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 ナ ッ ト 部 品 の 、 フ ラ ン ジ か ら 見 て 外 方 に 向 か う 側 か ら の 、 図 ４ に 従 っ た 設 計 の
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 当 該 金 属 リ ン グ の 断 続 的 な カ ラ ー が フ ラ ン ジ か ら 突 出 し て い る 、 ナ ッ ト 部 品 を
取 囲 む 金 属 リ ン グ を 有 す る ナ ッ ト 部 品 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 従 っ た 設 計 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ に 従 っ た ナ ッ ト 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ ４ 】 ナ ッ ト 部 品 の 、 フ ラ ン ジ か ら 見 て 外 方 に 向 か う 側 か ら の 、 図 １ １ に 従 っ た 設 計
の 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ に 従 っ た ナ ッ ト 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 ナ ッ ト 部 品 、 ２ 　 フ ラ ン ジ 、 ３ 　 本 体 、 ４ 　 穴 、 ５ 　 金 属 リ ン グ 、 ６ 　 カ ラ ー 、 ７
　 プ ラ ス チ ッ ク の ブ リ ッ ジ 。                                                       
                         

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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